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本誌について本誌について

『服をめぐる』は、京都服飾文化研究財団『服をめぐる』は、京都服飾文化研究財団（KCI）（KCI）が収蔵する膨大な西洋服飾コレクションを手がかりに、服飾の歴が収蔵する膨大な西洋服飾コレクションを手がかりに、服飾の歴
史や文化を分かりやすくお伝えする小冊子です。文学者やアーティストからの視点、日本の伝統産業との関わり、史や文化を分かりやすくお伝えする小冊子です。文学者やアーティストからの視点、日本の伝統産業との関わり、
研究現場からのレポートなど、さまざまな観点から服飾の世界にアプローチします。服をめぐる旅が今、ここか研究現場からのレポートなど、さまざまな観点から服飾の世界にアプローチします。服をめぐる旅が今、ここか
ら始まります。ら始まります。

京都服飾文化研究財京都服飾文化研究財団団（（KKCCII））ととはは

京都服飾文化研究財団京都服飾文化研究財団（The Kyoto Costume Institute, 略称 KCI）（The Kyoto Costume Institute, 略称 KCI）は、は、
西洋の服飾やそれにかかわる文献資料を収集・保存し、調査・研究す西洋の服飾やそれにかかわる文献資料を収集・保存し、調査・研究す
る機関として、1978年に株式会社ワコールの出捐によって設立される機関として、1978年に株式会社ワコールの出捐によって設立され
ました。現在、18世紀から現代までの衣装など服飾資料を約13,000点、ました。現在、18世紀から現代までの衣装など服飾資料を約13,000点、
文献資料を約20,000点収蔵。それらを多角的に調査・研究し、その結文献資料を約20,000点収蔵。それらを多角的に調査・研究し、その結
果を国内外での展覧会果を国内外での展覧会（「ドレス・コード ?（「ドレス・コード ?－－着る人たちのゲーム」展、着る人たちのゲーム」展、
「FUTURE BEAUTY：日本ファッションの30年」展、「FUTURE BEAUTY：日本ファッションの30年」展、「モードのジャポニス「モードのジャポニス

ム」展ム」展など）など）や、研究誌や、研究誌（『DRESSTUDY』、『Fashion Talks...』）（『DRESSTUDY』、『Fashion Talks...』）の発行を通じの発行を通じ
て公開しています。　Website  https://www.kci.or.jp/て公開しています。　Website  https://www.kci.or.jp/
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出版社：Feuillets d’art出版社：Feuillets d’art
発行年：1919年発行年：1919年
  発行地：パリ  発行地：パリ

表 紙 の 収 蔵 品

  『フイエ・ダール  『フイエ・ダール（Feuillets d’art）（Feuillets d’art）』誌より』誌より

1818

『フイエ・ダール』誌は1919年に編集者リュシアン・ボージェ『フイエ・ダール』誌は1919年に編集者リュシアン・ボージェ

ルによって創刊された、毎号1500部限定の豪華な芸術誌。ルによって創刊された、毎号1500部限定の豪華な芸術誌。

1922年まで不定期に発刊された。美術、演劇、文学、1922年まで不定期に発刊された。美術、演劇、文学、

ファッションなど幅広い芸術ジャンルをカバーし、ジャンルファッションなど幅広い芸術ジャンルをカバーし、ジャンル

ごとに本品のようなイラスト作品が数枚ずつ挟み込まれていごとに本品のようなイラスト作品が数枚ずつ挟み込まれてい

る。イラストレーターには、G.バルビエ、C.マルタン、G.ルる。イラストレーターには、G.バルビエ、C.マルタン、G.ル
パップら人気の作家が参画した。パップら人気の作家が参画した。

母と子と思われる装いを描いた本品は、アンドレ・ドマン母と子と思われる装いを描いた本品は、アンドレ・ドマン

［1883 -1962］［1883 -1962］がポショワールがポショワール（ステンシル版画）（ステンシル版画）を用いて制作を用いて制作

したもの。それまで長かったスカート丈が短くなり始めたしたもの。それまで長かったスカート丈が短くなり始めた

1910年代末のファッションをいち早く大胆に描き出している。1910年代末のファッションをいち早く大胆に描き出している。

ドマンはイラストだけでなく、1922年に家具メーカー「ドミドマンはイラストだけでなく、1922年に家具メーカー「ドミ

ニク」を創業するなど装飾の分野でも活躍した。ニク」を創業するなど装飾の分野でも活躍した。

「ドレス・コード？—着る人たちのゲーム」「ドレス・コード？—着る人たちのゲーム」（熊本（熊本

市現代美術館 2019年）市現代美術館 2019年）山中慎太郎山中慎太郎（Qsyum!）（Qsyum!）

撮影撮影
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司
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し
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記
者
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大
学
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芸
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都
新
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に
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し
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と
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て
の
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ア
を
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ト
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ま
し
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。
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、
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ど
も
の
頃
に
好
き
だ
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た
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裁
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の
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れ
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し
た
。
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裁

を
再
開
。
技
術
を
独
学
で
習
得
す
る
と
、
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日
に
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ン
を
踏
み
、
自
身
や
母
、
知
人
の
た
め
に
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め
に

服
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
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、
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を
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の
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て
、
行
司
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の
よ
う
な
印
象
を
持
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れ
た
の
で
し
ょ
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か
。
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わ
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た
こ
の
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ス
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て
、
行
司
さ
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は
ど
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よ
う
な
印
象
を
持
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れ
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の
で
し
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う
か
。

『おうちのふく−世界で『おうちのふく−世界で

1着の服−』1着の服−』（2015年、（2015年、

フォイル）フォイル）

『服のはなし 着たり、『服のはなし 着たり、

縫ったり、考えたり』縫ったり、考えたり』

（2020年、岩波書店）（2020年、岩波書店）
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の
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縫
っ
た
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縫
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提
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を
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り
、
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を
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た
。

型
紙
を
使
う
な
ん
て
思
い
も
し
な
い
。
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き
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り
の
イ
メ
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に
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け
る
に
は
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ば
い
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家
に
は
家
庭
用
ミ
シ
ン
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
ど
っ
し
り
と
重
厚
で
大
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が
使
う
機
械
に
見
え
た
。
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家
に
は
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庭
用
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ン
が
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っ
た
け
れ
ど
、
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っ
し
り
と
重
厚
で
大
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が
使
う
機
械
に
見
え
た
。
わ

た
し
は
針
に
木
綿
糸
を
通
す
と
、
縫
い
し
ろ
を
目
分
量
で
取
り
な
が
ら
、
ち
く
ち
く
と
手
を
動
か
し
た
。
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あ
の
こ
ろ
刺
繍
も
し
た
。
こ
れ
も
下
絵
を
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に
描
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ず
、
花
や
お
人
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を
思
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が
ま
ま
刺
し
た
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、
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を
買
っ
た
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も
し
い
道
具
を
手
に
入
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ド
、
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ザ
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る
。
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道
具
を
手
に
入

れ
た
わ
た
し
は
、〝
既
製
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の
よ
う
な
服
〟
を
目
指
し
て
、
せ
っ
せ
と
縫
っ
た
。

れ
た
わ
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既
製
品
の
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う
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を
目
指
し
て
、
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っ
せ
と
縫
っ
た
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そ
ん
な
こ
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、
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化
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。

1717
世
紀
か
ら
現
代
ま
で
の
服
飾
資
料

世
紀
か
ら
現
代
ま
で
の
服
飾
資
料
11
万万
33
千
点
を
収
蔵
し
て
い
て
、
か
な
り
古
い
時
代
の
ド
レ
ス

千
点
を
収
蔵
し
て
い
て
、
か
な
り
古
い
時
代
の
ド
レ
ス

も
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あ
る
。
た
だ
、
時
間
が
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つ
に
つ
れ
て
、
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が
傷
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だ
り
、
レ
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ス
が
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り
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く
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こ
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と
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う
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服
の
補
修
に
興
味
を
持
っ
た
わ
た
し
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
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に
話
を
聞
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
や

服
の
補
修
に
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を
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っ
た
わ
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し
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、
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タ
ッ
フ
の
方
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に
話
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た
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ま
な
技
術
や

工
夫
を
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え
て
も
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っ
て
い
る
と
、
ス
タ
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フ
の
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と
り
で
あ
る
上
山
尚
子
さ
ん
が
言
っ
た
。

工
夫
を
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も
ら
っ
て
い
る
と
、
ス
タ
ッ
フ
の
ひ
と
り
で
あ
る
上
山
尚
子
さ
ん
が
言
っ
た
。

「
ド
レ
ス
の
針
目
、
そ
ろ
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
で
も
、
そ
れ
が
と
て
も
い
い
ん
で
す
」

「
ド
レ
ス
の
針
目
、
そ
ろ
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
で
も
、
そ
れ
が
と
て
も
い
い
ん
で
す
」

針
目
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
の
は
悪
い
じ
ゃ
な
く
て
、
い
い
？

針
目
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
の
は
悪
い
じ
ゃ
な
く
て
、
い
い
？

――　　

わ
た
し
は
と
ま
ど
っ
た
。
ふ
だ
ん
着
て
い
る
既
製
服
の
コ
ー
ト
や
パ
ン
ツ
の
縫
い
目
は
、
ひ
と
い
き

わ
た
し
は
と
ま
ど
っ
た
。
ふ
だ
ん
着
て
い
る
既
製
服
の
コ
ー
ト
や
パ
ン
ツ
の
縫
い
目
は
、
ひ
と
い
き

に
縫
っ
た
か
の
よ
う
に
端
正
で
、
見
る
だ
け
で
気
持
ち
が
い
い
。
自
分
で
服
を
縫
う
と
き
は
い
つ
も
、

に
縫
っ
た
か
の
よ
う
に
端
正
で
、
見
る
だ
け
で
気
持
ち
が
い
い
。
自
分
で
服
を
縫
う
と
き
は
い
つ
も
、

ま
っ
す
ぐ
に
縫
う
！
と
唱
え
て
い
る
。

ま
っ
す
ぐ
に
縫
う
！
と
唱
え
て
い
る
。

ふ
ぞ
ろ
い
の
よ
さ
っ
て
、
な
ん
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
が
知
り
た
く
て
、
わ
た
し
は
再
び
京
都
服
飾
文

ふ
ぞ
ろ
い
の
よ
さ
っ
て
、
な
ん
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
が
知
り
た
く
て
、
わ
た
し
は
再
び
京
都
服
飾
文

化
研
究
財
団
を
訪
ね
た
。

化
研
究
財
団
を
訪
ね
た
。

行
司
千
絵
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用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
ラ
ウ
ン
ド
・
ガ
ウ
ン
と
呼
ば
れ
る
ド
レ
ス
だ
っ
た
。

用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
ラ
ウ
ン
ド
・
ガ
ウ
ン
と
呼
ば
れ
る
ド
レ
ス
だ
っ
た
。

白
い
木
綿
の
、
向
こ
う
側
が
透
け
て
見
え
る
ほ
ど
薄
く
て
繊
細
な
モ
ス
リ
ン
で
、

白
い
木
綿
の
、
向
こ
う
側
が
透
け
て
見
え
る
ほ
ど
薄
く
て
繊
細
な
モ
ス
リ
ン
で
、
1
7
9
5

1
7
9
5
年
ご
ろ
、

年
ご
ろ
、

イ
タ
リ
ア
の
か
な
り
裕
福
な
女
性
が
昼
の
時
間
に
ま
と
っ
た
服
と
、
考
え
ら
え
て
い
る
そ
う
だ
。

イ
タ
リ
ア
の
か
な
り
裕
福
な
女
性
が
昼
の
時
間
に
ま
と
っ
た
服
と
、
考
え
ら
え
て
い
る
そ
う
だ
。

布
一
面
に
草
花
模
様
の
刺
繍
。
Ｖ
字
に
寄
せ
た
胸
元
に
は
こ
ま
か
な
シ
ャ
ー
リ
ン
グ
。
ハ
イ
ウ
エ
ス

布
一
面
に
草
花
模
様
の
刺
繍
。
Ｖ
字
に
寄
せ
た
胸
元
に
は
こ
ま
か
な
シ
ャ
ー
リ
ン
グ
。
ハ
イ
ウ
エ
ス

ト
か
ら
裾
に
向
け
て
は
た
っ
ぷ
り
と
し
た
ギ
ャ
ザ
ー
。
シ
ン
プ
ル
な
の
に
優
雅
さ
を
持
つ

ト
か
ら
裾
に
向
け
て
は
た
っ
ぷ
り
と
し
た
ギ
ャ
ザ
ー
。
シ
ン
プ
ル
な
の
に
優
雅
さ
を
持
つ
11
着
だ
っ
た
。

着
だ
っ
た
。

「
す
べ
て
手
縫
い
な
ん
で
す
。
シ
ャ
ー
リ
ン
グ
も
ギ
ャ
ザ
ー
も
刺
繍
も
…
…
」

「
す
べ
て
手
縫
い
な
ん
で
す
。
シ
ャ
ー
リ
ン
グ
も
ギ
ャ
ザ
ー
も
刺
繍
も
…
…
」

学
芸
員
の
筒
井
直
子
さ
ん
の
言
葉
に
驚
い
て
、
思
わ
ず
シ
ャ
ー
リ
ン
グ
の
部
分
に
顔
を
近
づ
け
て
、

学
芸
員
の
筒
井
直
子
さ
ん
の
言
葉
に
驚
い
て
、
思
わ
ず
シ
ャ
ー
リ
ン
グ
の
部
分
に
顔
を
近
づ
け
て
、

縫
い
目
を
見
入
っ
た
。
ひ
と
め
、
ひ
と
め
、
ミ
シ
ン
の
よ
う
に
そ
ろ
っ
て
い
な
い
。
た
し
か
に
手
縫
い
だ
。

縫
い
目
を
見
入
っ
た
。
ひ
と
め
、
ひ
と
め
、
ミ
シ
ン
の
よ
う
に
そ
ろ
っ
て
い
な
い
。
た
し
か
に
手
縫
い
だ
。

シ
ャ
ー
リ
ン
グ
の
幅
は
均
一
で
は
な
く
て
、
な
ん
と
な
く
合
わ
せ
た
感
じ
。
手
首
の
ボ
タ
ン
ホ
ー
ル

シ
ャ
ー
リ
ン
グ
の
幅
は
均
一
で
は
な
く
て
、
な
ん
と
な
く
合
わ
せ
た
感
じ
。
手
首
の
ボ
タ
ン
ホ
ー
ル

は
目
の
粗
い
櫛
を
連
想
さ
せ
る
形
で
か
が
っ
て
あ
っ
た
。
ス
カ
ー
ト
を
裏
返
し
て
も
ら
う
と
、
裾
に
は

は
目
の
粗
い
櫛
を
連
想
さ
せ
る
形
で
か
が
っ
て
あ
っ
た
。
ス
カ
ー
ト
を
裏
返
し
て
も
ら
う
と
、
裾
に
は

幅
が
微
妙
に
違
う
見
返
し
が
ぐ
る
り
と
縫
い
付
け
ら
れ
て
い
た
。

幅
が
微
妙
に
違
う
見
返
し
が
ぐ
る
り
と
縫
い
付
け
ら
れ
て
い
た
。

「
こ
ん
な
縫
い
方
で
い
い
ん
だ
。
な
ん
だ
か
、ほ
っ
と
す
る
」と
つ
ぶ
や
い
た
わ
た
し
に
、補
修
ス
タ
ッ

「
こ
ん
な
縫
い
方
で
い
い
ん
だ
。
な
ん
だ
か
、ほ
っ
と
す
る
」と
つ
ぶ
や
い
た
わ
た
し
に
、補
修
ス
タ
ッ

フ
の
上
山
さ
ん
が
言
っ
た
。

フ
の
上
山
さ
ん
が
言
っ
た
。

「
ア
バ
ウ
ト
に
縫
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
マ
ネ
キ
ン
に
着
せ
る
と
絶
妙
な
落
ち
着
き
方
に

「
ア
バ
ウ
ト
に
縫
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
マ
ネ
キ
ン
に
着
せ
る
と
絶
妙
な
落
ち
着
き
方
に

な
る
ん
で
す
。
裾
の
見
返
し
も
、
き
っ
ち
り
と
そ
ろ
え
て
な
い
の
が
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
つ
な
が
る
。
補
修

な
る
ん
で
す
。
裾
の
見
返
し
も
、
き
っ
ち
り
と
そ
ろ
え
て
な
い
の
が
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
つ
な
が
る
。
補
修

を
し
て
い
る
と
、
こ
の
こ
ろ
の
縫
い
目
や
生
地
の
扱
い
方
に
追
い
つ
け
て
い
な
い
な
っ
て
思
い
ま
す
」

を
し
て
い
る
と
、
こ
の
こ
ろ
の
縫
い
目
や
生
地
の
扱
い
方
に
追
い
つ
け
て
い
な
い
な
っ
て
思
い
ま
す
」

ラ
ウ
ン
ド
・
ガ
ウ
ン
を
つ
く
っ
た
お
針
子
さ
ん
は
、
着
る
人
が
身
に
ま
と
っ
た
と
き
の
こ
と
を
考
え

ラ
ウ
ン
ド
・
ガ
ウ
ン
を
つ
く
っ
た
お
針
子
さ
ん
は
、
着
る
人
が
身
に
ま
と
っ
た
と
き
の
こ
と
を
考
え

て
、
針
目
や
シ
ャ
ー
リ
ン
グ
の
幅
な
ど
を
微
妙
に
変
え
て
い
た
。
こ
れ
は
と
て
つ
も
な
く
難
し
い
こ
と
。

て
、
針
目
や
シ
ャ
ー
リ
ン
グ
の
幅
な
ど
を
微
妙
に
変
え
て
い
た
。
こ
れ
は
と
て
つ
も
な
く
難
し
い
こ
と
。

ほ
っ
と
し
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
と
気
づ
い
た
わ
た
し
は
、
あ
ら
た
め
て
ド
レ
ス
に
目
を
向
け
た
。
複

ほ
っ
と
し
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
と
気
づ
い
た
わ
た
し
は
、
あ
ら
た
め
て
ド
レ
ス
に
目
を
向
け
た
。
複

雑
な
パ
ー
ツ
で
構
成
し
、
袖
は
袋
縫
い
す
る
な
ど
、
精
巧
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
。

雑
な
パ
ー
ツ
で
構
成
し
、
袖
は
袋
縫
い
す
る
な
ど
、
精
巧
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
。

「
こ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
今
は
出
せ
な
い
で
す
よ
ね
」
と
打
ち
明
け
る
上
山
さ
ん
に
、
筒
井
さ
ん
が
言
っ
た
。

「
こ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
今
は
出
せ
な
い
で
す
よ
ね
」
と
打
ち
明
け
る
上
山
さ
ん
に
、
筒
井
さ
ん
が
言
っ
た
。

「
生
地
の
持
っ
て
い
る
風
合
い
を
崩
さ
な
い
で
縫
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
現
代
の
わ
た
し
た
ち
に
は

「
生
地
の
持
っ
て
い
る
風
合
い
を
崩
さ
な
い
で
縫
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
現
代
の
わ
た
し
た
ち
に
は

わ
か
り
に
く
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

わ
か
り
に
く
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

手
で
縫
う
和
裁
の
世
界
で
は
今
も
、
生

手
で
縫
う
和
裁
の
世
界
で
は
今
も
、
生

地
の
風
合
い
や
着
る
人
に
合
っ
た
縫
い
方

地
の
風
合
い
や
着
る
人
に
合
っ
た
縫
い
方

が
息
づ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
い
っ
ぽ
う
、

が
息
づ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
い
っ
ぽ
う
、

既
製
服
に
す
っ
か
り
慣
れ
た
わ
た
し
は
、

既
製
服
に
す
っ
か
り
慣
れ
た
わ
た
し
は
、

幼
い
と
き
と
は
違
っ
て
、
生
地
に
あ
っ
た

幼
い
と
き
と
は
違
っ
て
、
生
地
に
あ
っ
た

縫
い
方
を
考
え
よ
う
と
せ
ず
、
ま
っ
す
ぐ

縫
い
方
を
考
え
よ
う
と
せ
ず
、
ま
っ
す
ぐ

な
針
目
だ
け
を
意
識
し
て
い
た
。

な
針
目
だ
け
を
意
識
し
て
い
た
。

京
都
の
料
亭
で
お
ば
ん
ざ
い
の
つ
く
り
か

京
都
の
料
亭
で
お
ば
ん
ざ
い
の
つ
く
り
か

た
を
取
材
し
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
す
。

た
を
取
材
し
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
す
。

1800年頃のラウンド・ガウン　1800年頃のラウンド・ガウン　

N.ハイデロフ『ギャラリー オブ ファッション』N.ハイデロフ『ギャラリー オブ ファッション』（（17941794 --18021802））よりより
京都服飾文化研究財団所蔵　京都服飾文化研究財団所蔵　
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 ドレス ドレス（ラウンド・ガウン）（ラウンド・ガウン）

行司さんが選んだ収蔵品行司さんが選んだ収蔵品

白い綿モスリンに、紺、茶の綿糸、銀糸で植物白い綿モスリンに、紺、茶の綿糸、銀糸で植物

模様が刺繍されている。前身頃にシャーリング加模様が刺繍されている。前身頃にシャーリング加

工が施され、衿ぐりにレース飾りがつく。工が施され、衿ぐりにレース飾りがつく。

ヨーロッパでは、18世紀末のフランス革命を境にヨーロッパでは、18世紀末のフランス革命を境に

社会構造や価値観の転換が起こるなか、ファッ社会構造や価値観の転換が起こるなか、ファッ

ションもその姿を大きく変えた。横に大きく張りションもその姿を大きく変えた。横に大きく張り

出したスカートやうず高く結った髪型は影を潜め、出したスカートやうず高く結った髪型は影を潜め、

身体に緩やかに沿ったシンプルなシルエットのド身体に緩やかに沿ったシンプルなシルエットのド

レスが流行した。ラウンド・ガウンもそのひとつ。レスが流行した。ラウンド・ガウンもそのひとつ。

それまでのウエスト位置が胸下まで上昇し、ギャそれまでのウエスト位置が胸下まで上昇し、ギャ

ザーやシャーリング加工によってゆったりとしたザーやシャーリング加工によってゆったりとした

仕立てになっている。また、豪奢で色彩豊かな仕立てになっている。また、豪奢で色彩豊かな

絹織物に取って代わったのは、本品のような白い絹織物に取って代わったのは、本品のような白い

極薄の木綿素材だった。 極薄の木綿素材だった。 

1795年頃　イタリア製1795年頃　イタリア製

京都服飾文化研究財団所蔵　京都服飾文化研究財団所蔵　

畠山崇撮影畠山崇撮影

「
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
を
つ
く
る
と
き
、
ス
ラ
イ
サ
ー
を
使
い
ま
す
か
？　

確
か
に
便
利
で
す
が
、
包
丁

「
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
を
つ
く
る
と
き
、
ス
ラ
イ
サ
ー
を
使
い
ま
す
か
？　

確
か
に
便
利
で
す
が
、
包
丁

で
切
る
こ
と
で
ご
ぼ
う
の
幅
が
微
妙
に
違
っ
て
、
お
い
し
い
で
す
よ
」

で
切
る
こ
と
で
ご
ぼ
う
の
幅
が
微
妙
に
違
っ
て
、
お
い
し
い
で
す
よ
」

素
材
の
味
を
生
か
し
て
調
理
す
る
。
こ
れ
は
服
を
縫
う
の
と
ま
っ
た
く
お
な
じ
。

素
材
の
味
を
生
か
し
て
調
理
す
る
。
こ
れ
は
服
を
縫
う
の
と
ま
っ
た
く
お
な
じ
。
11
着
す
べ
て
を
手

着
す
べ
て
を
手

縫
い
す
る
の
は
、
わ
た
し
に
は
ま
だ
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
で
も
、
ラ
ウ
ン
ド
・
ガ
ウ
ン
と
の
出
合
い
を

縫
い
す
る
の
は
、
わ
た
し
に
は
ま
だ
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
で
も
、
ラ
ウ
ン
ド
・
ガ
ウ
ン
と
の
出
合
い
を

経
て
、
布
へ
の
ま
な
ざ
し
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
、
ミ
シ
ン
を
踏
む
た
び
に
気
づ
か
さ
れ
て
い
る
。

経
て
、
布
へ
の
ま
な
ざ
し
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
、
ミ
シ
ン
を
踏
む
た
び
に
気
づ
か
さ
れ
て
い
る
。一

人
一
品

一
人
一
品
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珍
品
奇
品
も
数
多
い
K
C
I
の
収
蔵
庫 

 —

そ
こ
は
ま
さ
に
「
驚
異
の
部
屋
」。

サンダルサンダル

 「おうち時間」といえば聞こえがいいが、 2020 「おうち時間」といえば聞こえがいいが、 2020

～21年はコロナ禍でいやが応でも家にこも～21年はコロナ禍でいやが応でも家にこも
らざるを得ない日々が続いた。「外に出て、らざるを得ない日々が続いた。「外に出て、
植物の緑に癒されたい」。そう思った人も多植物の緑に癒されたい」。そう思った人も多
かっただろう。本品は米国の靴メーカー、かっただろう。本品は米国の靴メーカー、
ハーバード・レヴィン社が60年代後半に売ハーバード・レヴィン社が60年代後半に売

り出した「草の中の裸足」という名のサンダり出した「草の中の裸足」という名のサンダ
ル。芝が一時の安らぎを与えてくれるかのよル。芝が一時の安らぎを与えてくれるかのよ
うだ。60年代後半の米国といえば、ベトナうだ。60年代後半の米国といえば、ベトナ
ム戦争や旧体制からの脱却にもがく閉塞感ム戦争や旧体制からの脱却にもがく閉塞感
があった時代。状況は違えど、近年と志向があった時代。状況は違えど、近年と志向
が重なる。が重なる。（筒井）（筒井）

素材：ビニール、プラスチック、ゴム　 原産国：アメリカ　 製作年：1968年頃素材：ビニール、プラスチック、ゴム　 原産国：アメリカ　 製作年：1968年頃

京都服飾文化研究財団所蔵　京都服飾文化研究財団所蔵　

林雅之撮影林雅之撮影
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KC I収蔵品

京
都
市 

染
色
も
の
が
た
り
①

K
C
I
の
収
蔵
品
に
み
ら
れ
る
技
法
や

素
材
を
手
が
か
り
に
、
各
地
を
訪
れ
ま
す
。

18世紀ヨーロッパの染色工房の様子。ディドロ編『百科全書』18世紀ヨーロッパの染色工房の様子。ディドロ編『百科全書』（1762～72年）（1762～72年）よりより

緑の絹タフタに、花鳥や蝶の中国製刺繍をイギリスでアップリケしたペチコート。現在のスカートに相当し、上流階級緑の絹タフタに、花鳥や蝶の中国製刺繍をイギリスでアップリケしたペチコート。現在のスカートに相当し、上流階級
の女性が身につけた。17～18世紀のヨーロッパにおける中国趣味の女性が身につけた。17～18世紀のヨーロッパにおける中国趣味（シノワズリ）（シノワズリ）を表した好例。緑は中世より「青春」を表した好例。緑は中世より「青春」
「歓喜」「若さ」「愛」を象徴する色として貴族階級に好まれた。「歓喜」「若さ」「愛」を象徴する色として貴族階級に好まれた。

1720年頃　イギリス製　京都服飾文化研究財団所蔵　小暮徹撮影1720年頃　イギリス製　京都服飾文化研究財団所蔵　小暮徹撮影

　
私
た
ち
は
色
と
り
ど
り
の
服
を
着
る
。
無
彩
色
の
服
を
着
た
い
日

　
私
た
ち
は
色
と
り
ど
り
の
服
を
着
る
。
無
彩
色
の
服
を
着
た
い
日

も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
。
有
史
以
来
、
人
々
は
コ

も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
。
有
史
以
来
、
人
々
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
宗
教
な
ど
の
規
範
が
許
す
限
り
、
色
彩
豊
か
な
服
を

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
宗
教
な
ど
の
規
範
が
許
す
限
り
、
色
彩
豊
か
な
服
を

欲
し
、
多
様
な
染
色
の
技
法
を
伝
え
て
き
た
。
私
た
ち
の
服
の
歴
史

欲
し
、
多
様
な
染
色
の
技
法
を
伝
え
て
き
た
。
私
た
ち
の
服
の
歴
史

は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
色
を
ま
と
う
た
め
の
飽
く
な
き
探
求
の
歴
史
で

は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
色
を
ま
と
う
た
め
の
飽
く
な
き
探
求
の
歴
史
で

も
あ
る
の
だ
。

も
あ
る
の
だ
。

　
一
万
三
千
点
を
超
え
る
服
飾
品
を
保
管
す
る

　
一
万
三
千
点
を
超
え
る
服
飾
品
を
保
管
す
る
K
C
I

K
C
I
の
収
蔵
庫
は
、

の
収
蔵
庫
は
、

そ
ん
な
色
の
宝
庫
だ
。
赤
、
青
、
緑
、
紫
、
黄
…
。
棚
の
扉
を
開
く

そ
ん
な
色
の
宝
庫
だ
。
赤
、
青
、
緑
、
紫
、
黄
…
。
棚
の
扉
を
開
く

と
、
様
々
な
色
彩
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
な
か
で
も
、

と
、
様
々
な
色
彩
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
な
か
で
も
、
1717
世
紀
世
紀

か
ら
か
ら
1818
世
紀
に
作
ら
れ
た
衣
装
が
い
ま
だ
に
鮮
や
か
な
色
を
留
め
て

世
紀
に
作
ら
れ
た
衣
装
が
い
ま
だ
に
鮮
や
か
な
色
を
留
め
て

い
る
の
を
見
る
と
、
感
嘆
の
声
を
あ
げ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
と
い

い
る
の
を
見
る
と
、
感
嘆
の
声
を
あ
げ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
と
い

う
の
も
、
合
成
染
料
が
発
明
さ
れ
る
お
よ
そ

う
の
も
、
合
成
染
料
が
発
明
さ
れ
る
お
よ
そ
1
6
0

1
6
0
年
前
ま
で
は
、
す

年
前
ま
で
は
、
す

べ
て
植
物
や
虫
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
天
然
染
料
で
染
め
ら
れ
て
い
た

べ
て
植
物
や
虫
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
天
然
染
料
で
染
め
ら
れ
て
い
た

か
ら
だ
。
そ
れ
で
は
、
当
時
の
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
の
色

か
ら
だ
。
そ
れ
で
は
、
当
時
の
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
の
色

を
手
に
入
れ
る
術
を
身
に
つ
け
た
の
か
？

を
手
に
入
れ
る
術
を
身
に
つ
け
た
の
か
？  

そ
も
そ
も
染
色
と
は
ど
う

そ
も
そ
も
染
色
と
は
ど
う

い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
の
か
？

い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
の
か
？  

そ
の
答
え
を
探
る
べ
く
、
京
都
市
内
の

そ
の
答
え
を
探
る
べ
く
、
京
都
市
内
の

大
学
で
教
鞭
を
執
り
な
が
ら
染
色
業
を
営
む
青
木
正
明
さ
ん
に
お
話

大
学
で
教
鞭
を
執
り
な
が
ら
染
色
業
を
営
む
青
木
正
明
さ
ん
に
お
話

を
伺
う
こ
と
に
し
た
。

を
伺
う
こ
と
に
し
た
。

 ペチコート ペチコート（スカート）（スカート）
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K
C
I

K
C
I
（
以
下
、

（
以
下
、
KK
））：：
本
日
は
、
こ
ち
ら
の

本
日
は
、
こ
ち
ら
の
1
7
2
0

1
7
2
0
年
頃
に
貴
族
階
級
の
女

年
頃
に
貴
族
階
級
の
女

性
が
着
た
ス
カ
ー
ト
の
染
色
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

性
が
着
た
ス
カ
ー
ト
の
染
色
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
木
青
木
（
以
下
、青
）

（
以
下
、青
）：：
す
ご
い
！

す
ご
い
！  

3
0
0

3
0
0
年
経
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
と
て
も
綺

年
経
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
と
て
も
綺

麗
に
色
が
残
っ
て
い
ま
す
ね
。

麗
に
色
が
残
っ
て
い
ま
す
ね
。

KK
：：
は
い
、
刺
繍
で
で
き
た
鳥
や
蝶
、
草
花
も
状
態
よ
く
保
た
れ
て
い
ま
す
。

は
い
、
刺
繍
で
で
き
た
鳥
や
蝶
、
草
花
も
状
態
よ
く
保
た
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
刺
繍
は
、
中
国
で
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
と
の
形
は
分

こ
の
刺
繍
は
、
中
国
で
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
と
の
形
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
生
地
か
ら
こ
の
刺
繍
の
部
分
が
切
り
取
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス

か
り
ま
せ
ん
が
、
生
地
か
ら
こ
の
刺
繍
の
部
分
が
切
り
取
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス

で
ス
カ
ー
ト
の
文
様
と
し
て
ア
ッ
プ
リ
ケ

で
ス
カ
ー
ト
の
文
様
と
し
て
ア
ッ
プ
リ
ケ（
注
（
注
11
））
さ
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
ん

さ
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
ん

で
す
。

で
す
。

青
：
青
：
中
国
趣
味
、
で
す
ね
？

中
国
趣
味
、
で
す
ね
？

KK
：：
そ
う
で
す
。

そ
う
で
す
。
1717
世
紀
か
ら

世
紀
か
ら
1818
世
紀
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
し
た

世
紀
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
し
た

芸
術
様
式
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。
こ
の
ス
カ
ー
ト
が
作
ら
れ
た

芸
術
様
式
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。
こ
の
ス
カ
ー
ト
が
作
ら
れ
た
1818
世
紀
初
頭
は
、

世
紀
初
頭
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
な
か
で
は
イ
ギ
リ
ス
が
中
国
貿
易
の
主
導
権
を
握
る
よ
う
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
な
か
で
は
イ
ギ
リ
ス
が
中
国
貿
易
の
主
導
権
を
握
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
刺
繍
作
品
も
た
く
さ
ん
イ
ギ
リ
ス
に

な
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
刺
繍
作
品
も
た
く
さ
ん
イ
ギ
リ
ス
に

渡
り
、
も
て
は
や
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
清
の
康
熙
帝
の
統
治
時
代

渡
り
、
も
て
は
や
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
清
の
康
熙
帝
の
統
治
時
代
﹇
在
位

﹇
在
位

1
6
6
1

1
6
6
1
年
〜
年
〜
1
7
2
2

1
7
2
2
年
﹈
年
﹈
で
す
が
、
こ
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
く
似
た
蝶
や
草

で
す
が
、
こ
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
く
似
た
蝶
や
草

花
の
刺
繍
付
き
女
性
用
上
衣
が
「
康
熙
期
」
の
作
と
し
て
北
京
故
宮
博
物
院
に

花
の
刺
繍
付
き
女
性
用
上
衣
が
「
康
熙
期
」
の
作
と
し
て
北
京
故
宮
博
物
院
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
そ
の
よ
う
な
衣
服
か
ら
刺
繍
部
分
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
そ
の
よ
う
な
衣
服
か
ら
刺
繍
部
分
が

切
り
取
ら
れ
て
、
本
品
に
再
利
用
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

切
り
取
ら
れ
て
、
本
品
に
再
利
用
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

青
：
青
：
極
彩
色
の
鳥
や
蝶
…
、
美
し
い
色
の
豊
か
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
ね
。

極
彩
色
の
鳥
や
蝶
…
、
美
し
い
色
の
豊
か
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
ね
。

KK
：：
刺
繍
部
分
は
中
国
で
染
色
さ
れ
た
は
ず
で
す
が
、
染
料
が
何
か
お
分
か

刺
繍
部
分
は
中
国
で
染
色
さ
れ
た
は
ず
で
す
が
、
染
料
が
何
か
お
分
か

り
に
な
り
ま
す
か
？

り
に
な
り
ま
す
か
？

青
：
青
：
そ
う
で
す
ね
…
。
刺
繍
な
の
で
糸
を
先
に
染
め
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
、
赤

そ
う
で
す
ね
…
。
刺
繍
な
の
で
糸
を
先
に
染
め
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
、
赤

は
幾
種
類
か
の
染
料
が
使
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
朱
赤
の
方
は
、
お
そ
ら

は
幾
種
類
か
の
染
料
が
使
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
朱
赤
の
方
は
、
お
そ
ら

く
茜
で
す
。
そ
し
て
濃
い
赤
は
ラ
ッ
ク
虫

く
茜
で
す
。
そ
し
て
濃
い
赤
は
ラ
ッ
ク
虫
（
注
（
注
22
））
だ
と
思
い
ま
す
。
青
は
藍
で

だ
と
思
い
ま
す
。
青
は
藍
で

す
ね
。
茶
色
っ
ぽ
い
部
分
は
丁
子
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
中
国
で
よ
く
使
わ
れ
て

す
ね
。
茶
色
っ
ぽ
い
部
分
は
丁
子
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
中
国
で
よ
く
使
わ
れ
て

い
た
染
料
で
す
。
黄
色
は
楊
梅

い
た
染
料
で
す
。
黄
色
は
楊
梅
（
ヤ
マ
モ
モ
）

（
ヤ
マ
モ
モ
）
で
し
ょ
う
か
。
中
国
で
は
ウ
コ
ン

で
し
ょ
う
か
。
中
国
で
は
ウ
コ
ン

と
キ
ハ
ダ
も
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
そ
こ
そ
こ
退
色
し
や

と
キ
ハ
ダ
も
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
そ
こ
そ
こ
退
色
し
や

す
い
の
で
、
今
、
こ
の
鮮
や
か
さ
で
残
っ
て
い
る
と
は
考
え
難
い
で
す
。

す
い
の
で
、
今
、
こ
の
鮮
や
か
さ
で
残
っ
て
い
る
と
は
考
え
難
い
で
す
。

KK
：：
退
色
を
加
味
し
つ
つ
、
染
料
を
見
極
め
る
の
は
難
し
い
で
す
ね
。

退
色
を
加
味
し
つ
つ
、
染
料
を
見
極
め
る
の
は
難
し
い
で
す
ね
。

青
：
青
：
は
い
。
科
学
的
に
染
料
を
同
定
す
る
方
法
は
あ
り
ま
す
が
、
今
の
と
こ

は
い
。
科
学
的
に
染
料
を
同
定
す
る
方
法
は
あ
り
ま
す
が
、
今
の
と
こ

ろ
非
破
壊
で
検
査
す
る
の
は
困
難
な
ん
で
す
。

ろ
非
破
壊
で
検
査
す
る
の
は
困
難
な
ん
で
す
。

KK
：：
こ
の
作
品
か
ら
生
地
や
糸
の
サ
ン
プ
ル
を
取
り
出
す
の
は
作
品
保
護
上
、

こ
の
作
品
か
ら
生
地
や
糸
の
サ
ン
プ
ル
を
取
り
出
す
の
は
作
品
保
護
上
、

難
し
い
で
す
の
で
、
詳
細
な
検
査
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、

難
し
い
で
す
の
で
、
詳
細
な
検
査
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、

青
木
さ
ん
の
よ
う
な
実
践
で
染
色
を
な
さ
っ
て
い
る
方
に
お
伺
い
す
る
の
が

青
木
さ
ん
の
よ
う
な
実
践
で
染
色
を
な
さ
っ
て
い
る
方
に
お
伺
い
す
る
の
が

最
良
な
ん
で
す
。

最
良
な
ん
で
す
。

青
：
青
：
お
役
に
立
て
て
嬉
し
い
で
す

お
役
に
立
て
て
嬉
し
い
で
す
（
笑
）

（
笑
）

KK
：：
ス
カ
ー
ト
の
緑
は
ど
う
で
し
ょ
う
？

ス
カ
ー
ト
の
緑
は
ど
う
で
し
ょ
う
？  

ス
カ
ー
ト
本
体
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
染

ス
カ
ー
ト
本
体
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
染

め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
天
然
染
料
で
鮮
や
か
な
緑
を
染
め
る
の
は
難

め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
天
然
染
料
で
鮮
や
か
な
緑
を
染
め
る
の
は
難

し
い
と
聞
き
ま
す
。

し
い
と
聞
き
ま
す
。

青
：
青
：
う
〜
ん
。
そ
う
で
も
な
い
で
す
よ
。
緑
で
も
方
法
さ
え
間
違
わ
な
け
れ

う
〜
ん
。
そ
う
で
も
な
い
で
す
よ
。
緑
で
も
方
法
さ
え
間
違
わ
な
け
れ

ば
綺
麗
に
染
ま
り
ま
す
。

ば
綺
麗
に
染
ま
り
ま
す
。

KK
：：
ど
の
よ
う
な
方
法
な
の
で
し
ょ
う
か
？

ど
の
よ
う
な
方
法
な
の
で
し
ょ
う
か
？

青
：
青
：
単
独
で
発
色
よ
く
緑
に
染
ま
る
天
然
染
料
と
い
う
の
は
な
い
の
で
、
緑

単
独
で
発
色
よ
く
緑
に
染
ま
る
天
然
染
料
と
い
う
の
は
な
い
の
で
、
緑

を
染
め
る
場
合
は
青
と
黄
の
二
色
で
別
々
に
染
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

を
染
め
る
場
合
は
青
と
黄
の
二
色
で
別
々
に
染
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

KK
：：
染
め
る
順
番
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
？

染
め
る
順
番
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
？

鳥や蝶、草花の刺繍部分は中国で作られた鳥や蝶、草花の刺繍部分は中国で作られた
と考えられている。欠損や退色はあまり見らと考えられている。欠損や退色はあまり見ら
れず、よい保存状態で今日まで残っている。れず、よい保存状態で今日まで残っている。
（京都服飾文化研究財団所蔵、小暮徹撮影）（京都服飾文化研究財団所蔵、小暮徹撮影）

青を染める藍の葉。「たで藍」は古くから中国で使青を染める藍の葉。「たで藍」は古くから中国で使
用されてきた。用されてきた。（青木正明氏撮影）（青木正明氏撮影）

たで藍の葉を発酵させて作ったたで藍の葉を発酵させて作った蒅蒅（すくも）（すくも）。。
（青木正明氏撮影）（青木正明氏撮影）

蒅蒅（すくも）（すくも）を染液にし、藍を染める。染液から出した直後は茶色だが、を染液にし、藍を染める。染液から出した直後は茶色だが、
空気に触れると次第に酸化し、青になる。空気に触れると次第に酸化し、青になる。（半田太郎氏撮影）（半田太郎氏撮影）

樹木に寄生し、100匹近く群がって死骸樹木に寄生し、100匹近く群がって死骸
の塊になったラック虫。この状態のものの塊になったラック虫。この状態のもの
を赤色染料として使用する。を赤色染料として使用する。（青木正明氏（青木正明氏
撮影）撮影）
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青
：
青
：
通
常
は
青
か
ら
先
に
染
め
ま
す
。
そ
の
方
が
明
ら
か
に
綺
麗
に
染
ま
る

通
常
は
青
か
ら
先
に
染
め
ま
す
。
そ
の
方
が
明
ら
か
に
綺
麗
に
染
ま
る

ん
で
す
。
と
い
う
の
は
、
青
を
染
め
る
藍
の
染
液
は
ア
ル
カ
リ
性
な
ん
で
す

ん
で
す
。
と
い
う
の
は
、
青
を
染
め
る
藍
の
染
液
は
ア
ル
カ
リ
性
な
ん
で
す

ね
。
そ
し
て
、
黄
の
染
料
で
あ
る
ウ
ィ
ー
ド

ね
。
そ
し
て
、
黄
の
染
料
で
あ
る
ウ
ィ
ー
ド
（
モ
ク
セ
イ
ソ
ウ
科
の
植
物
）

（
モ
ク
セ
イ
ソ
ウ
科
の
植
物
）
はは

黄
の
色
素
以
外
に
タ
ン
ニ
ン
が
入
っ
て
る
ん
で
す
。
こ
れ
が
ア
ル
カ
リ
に
さ

黄
の
色
素
以
外
に
タ
ン
ニ
ン
が
入
っ
て
る
ん
で
す
。
こ
れ
が
ア
ル
カ
リ
に
さ

ら
さ
れ
る
と
、
茶
色
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
な
の
で
、
先
に
黄
を

ら
さ
れ
る
と
、
茶
色
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
な
の
で
、
先
に
黄
を

染
め
て
し
ま
う
と
茶
色
寄
り
に
ふ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
先
に
藍
を
染
め

染
め
て
し
ま
う
と
茶
色
寄
り
に
ふ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
先
に
藍
を
染
め

る
と
そ
れ
が
起
こ
ら
な
い
ん
で
す
。

る
と
そ
れ
が
起
こ
ら
な
い
ん
で
す
。

KK
：：
化
学
の
世
界
で
す
ね
。
当
時
の
人
は
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ど
れ
だ
け
知
っ

化
学
の
世
界
で
す
ね
。
当
時
の
人
は
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ど
れ
だ
け
知
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
？

て
い
た
の
で
し
ょ
う
？

青
：
青
：
記
録
に
は
あ
ま
り
書
か
れ
て
い
な
い
ん
で
す
が
、
染
め
を
や
っ
て
い
る

記
録
に
は
あ
ま
り
書
か
れ
て
い
な
い
ん
で
す
が
、
染
め
を
や
っ
て
い
る

人
か
ら
す
れ
ば
「
そ
り
ゃ
、
藍
か
ら
染
め
る
よ
ね
。」
と
な
り
ま
す
。
こ
の
作

人
か
ら
す
れ
ば
「
そ
り
ゃ
、
藍
か
ら
染
め
る
よ
ね
。」
と
な
り
ま
す
。
こ
の
作

品
が
作
ら
れ
た
頃
は
、
ま
だ
化
学
の
知
識
が
乏
し
い
で
す
か
ら
、
お
そ
ら
く

品
が
作
ら
れ
た
頃
は
、
ま
だ
化
学
の
知
識
が
乏
し
い
で
す
か
ら
、
お
そ
ら
く

そ
う
い
う
経
験
値
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
経
験
値
だ
と
思
い
ま
す
。

KK
：：
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
染
色
の
歴
史
を
書
物
で
読
ん
で
も
、
い
ま
い
ち
明

お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
染
色
の
歴
史
を
書
物
で
読
ん
で
も
、
い
ま
い
ち
明

確
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
「
単
独
で
発
色
よ
く
緑
に
染
ま

確
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
「
単
独
で
発
色
よ
く
緑
に
染
ま

る
天
然
染
料
は
な
い
」
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
中
世
の
染
色
で
は
、
緑
が

る
天
然
染
料
は
な
い
」
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
中
世
の
染
色
で
は
、
緑
が

ス
ズ
ラ
ン
の
葉
で
染
め
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
記
述
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

ス
ズ
ラ
ン
の
葉
で
染
め
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
記
述
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

す
。
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

青
：
青
：
そ
れ
は
難
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

そ
れ
は
難
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
（
笑
）

（
笑
）。
葉
っ
ぱ
の
緑
っ
て
見
た
目
は

。
葉
っ
ぱ
の
緑
っ
て
見
た
目
は

と
て
も
綺
麗
で
す
が
、
色
素
を
分
子
レ
ベ
ル
で
見
た
ら
、
と
て
も
水
に
溶
け

と
て
も
綺
麗
で
す
が
、
色
素
を
分
子
レ
ベ
ル
で
見
た
ら
、
と
て
も
水
に
溶
け

に
く
い
構
造
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
葉
っ
ぱ
を
コ
ト
コ
ト
煮
込
ん
だ
ら
、
確

に
く
い
構
造
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
葉
っ
ぱ
を
コ
ト
コ
ト
煮
込
ん
だ
ら
、
確

か
に
緑
色
の
水
溶
液
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
色
素
で
あ
る
葉
緑
素
は
水
の

か
に
緑
色
の
水
溶
液
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
色
素
で
あ
る
葉
緑
素
は
水
の

中
で
は
ち
ゃ
ん
と
溶
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
繊
維
の
な
か
に
入
っ

中
で
は
ち
ゃ
ん
と
溶
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
繊
維
の
な
か
に
入
っ

て
い
き
に
く
い
の
で
す
よ
。

て
い
き
に
く
い
の
で
す
よ
。

KK
：：
そ
れ
は
媒
染

そ
れ
は
媒
染
（
注
（
注
33
））
を
し
て
も
難
し
い
ん
で
す
か
？

を
し
て
も
難
し
い
ん
で
す
か
？

青
：
青
：
は
い
。
現
在
で
は
適
度
な
ア
ル
カ
リ
状
態
で
煮
出
し
て
水
に
溶
け
や
す

は
い
。
現
在
で
は
適
度
な
ア
ル
カ
リ
状
態
で
煮
出
し
て
水
に
溶
け
や
す

く
し
た
り
銅
で
媒
染
を
す
る
こ
と
で
葉
緑
素
を
安
定
的
に
染
め
る
方
法
が
分

く
し
た
り
銅
で
媒
染
を
す
る
こ
と
で
葉
緑
素
を
安
定
的
に
染
め
る
方
法
が
分

か
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
近
年
ま
で
は
恐
ら
く
難
し
か
っ
た
だ
ろ
う
、
と
い

か
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
近
年
ま
で
は
恐
ら
く
難
し
か
っ
た
だ
ろ
う
、
と
い

う
の
が
染
色
研
究
者
た
ち
の
見
解
で
す
。

う
の
が
染
色
研
究
者
た
ち
の
見
解
で
す
。

KK
：：
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
綺
麗
な
色
の
花
び
ら
や
葉
を
見
る
と
、
つ
い
美
し

そ
う
な
ん
で
す
ね
。
綺
麗
な
色
の
花
び
ら
や
葉
を
見
る
と
、
つ
い
美
し

い
染
料
が
取
れ
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

い
染
料
が
取
れ
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

青
：
青
：
天
然
染
料
の
ほ
と
ん
ど
は
、
樹
皮
、
心
材
、
根
っ
こ
で
、
花
び
ら
な
ど

天
然
染
料
の
ほ
と
ん
ど
は
、
樹
皮
、
心
材
、
根
っ
こ
で
、
花
び
ら
な
ど

は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
よ
。

は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
よ
。

KK
：：
染
色
の
奥
深
さ
を
感
じ
ま
す
。

染
色
の
奥
深
さ
を
感
じ
ま
す
。

青
：
青
：
は
い
。
そ
の
探
求
に
す
っ
か
り
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

は
い
。
そ
の
探
求
に
す
っ
か
り
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
笑
）

（
笑
）

KK
：：
今
日
は
緑
の
染
色
を
中
心
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
青
木
さ
ん
に

今
日
は
緑
の
染
色
を
中
心
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
青
木
さ
ん
に

は
次
号
で
も
引
き
続
き
ご
登
場
頂
き
、
赤
の
染
色
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い

は
次
号
で
も
引
き
続
き
ご
登
場
頂
き
、
赤
の
染
色
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
日
は
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
思
い
ま
す
。
本
日
は
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
：
青
：
次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）  

聞
き
手
・
筒
井
直
子

聞
き
手
・
筒
井
直
子

青
木
正
明
氏

青
木
正
明
氏  

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

天
然
色
工
房

天
然
色
工
房tezom

eya
tezom

eya

主
宰
、
京
都
光
華
女
子

主
宰
、
京
都
光
華
女
子

大
学
短
期
大
学
部
准
教
授
兼
務
。

大
学
短
期
大
学
部
准
教
授
兼
務
。

東
京
大
学
医
学
部
保
健
学
科
を
卒
業
後
株
式
会
社

東
京
大
学
医
学
部
保
健
学
科
を
卒
業
後
株
式
会
社

ワ
コ
ー
ル
に
て
企
画
業
務
を
担
当
。
草
木
染
め
を

ワ
コ
ー
ル
に
て
企
画
業
務
を
担
当
。
草
木
染
め
を

利
用
し
た
企
画
に
携
わ
る
中
で
天
然
染
料
へ
の
造

利
用
し
た
企
画
に
携
わ
る
中
で
天
然
染
料
へ
の
造

詣
を
深
め
退
社
し
廣
田
益
久
氏
に
師
事
。
古
代
染

詣
を
深
め
退
社
し
廣
田
益
久
氏
に
師
事
。
古
代
染

色
研
究
家

色
研
究
家  

前
田
雨
城
氏
の
作
品
に
感
銘
を
受
け

前
田
雨
城
氏
の
作
品
に
感
銘
を
受
け

古
代
染
色
研
究
の
た
め

古
代
染
色
研
究
の
た
め
2
0
0
2

2
0
0
2
年
に
独
立
。

年
に
独
立
。

注
釈
注
釈

（（
11
））    

土
台
の
生
地
に
別
の
生
地
や
ビ
ー
ズ
、
皮
革
な
ど
の
材
料
を
重
ね
、
糸
を
刺
し
て
固
定

土
台
の
生
地
に
別
の
生
地
や
ビ
ー
ズ
、
皮
革
な
ど
の
材
料
を
重
ね
、
糸
を
刺
し
て
固
定

す
る
手
芸
技
法
。

す
る
手
芸
技
法
。

（（
22
））    

ラ
ッ
ク
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
。
ア
ジ
ア
の
熱
帯
、
亜
熱
帯
地
域
の
植
物
に
寄
生
す
る
。
体
内

ラ
ッ
ク
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
。
ア
ジ
ア
の
熱
帯
、
亜
熱
帯
地
域
の
植
物
に
寄
生
す
る
。
体
内

に
蓄
積
す
る
赤
が
繊
維
製
品
や
食
品
の
染
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

に
蓄
積
す
る
赤
が
繊
維
製
品
や
食
品
の
染
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

（（
33
））    

繊
維
が
染
料
で
直
接
染
ま
ら
な
い
場
合
、
鉄
や
ミ
ョ
ウ
バ
ン
と
い
っ
た
特
定
の
薬
剤
で

繊
維
が
染
料
で
直
接
染
ま
ら
な
い
場
合
、
鉄
や
ミ
ョ
ウ
バ
ン
と
い
っ
た
特
定
の
薬
剤
で

処
理
し
て
染
料
を
定
着
さ
せ
る
染
色
法
。

処
理
し
て
染
料
を
定
着
さ
せ
る
染
色
法
。

染料に樹皮を用いるキハダ。ミカン科の落葉高木で、東アジアに多く自生する。染料に樹皮を用いるキハダ。ミカン科の落葉高木で、東アジアに多く自生する。
（青木正明氏撮影）（青木正明氏撮影）

（右）（右）黄を染めるウィード黄を染めるウィード（モクセイソウ科）（モクセイソウ科）。ヨー。ヨー
ロッパや西アジアに自生する。ロッパや西アジアに自生する。（青木正明氏撮影）（青木正明氏撮影）

（下）（下）葉緑素の分子構造を解説する青木氏。葉緑素の分子構造を解説する青木氏。
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着
せ
付
け
用
ク
リ
ノ
リ
ン

着
せ
付
け
用
ク
リ
ノ
リ
ン

20

今回はドレスをマネキンに着せ付けるため
の備品の一つである「着せ付け用クリノリ
ン」を紹介します。

西洋では、1850年代後半からスカートの
シルエットが大きく膨らみ、その膨らみを出
すための下着としてワイヤー入りのクリノリ
ンが発明されました。KC Iは当時のクリノリ
ンを何点か所蔵していますが、収蔵品の保
存の観点から、それらを着せ付けのために
使用することが出来ません。そのため、収
蔵品のクリノリンからパターンを取り、シー
チングと鉄のワイヤーを使って、ほぼ同じ形
の「着せ付け用クリノリン」を作りました。

さらに、クリノリンの上に着せるペチコー
ト、また、チュール付きのペチコートも製作
しました。これらは、それぞれのスカートの
膨らみに応じ、ペチコートの枚数やチュー
ルの分量の使い分けをしています。

着せ付け備品の中でも一番大きなものに
なり、着せ付ける際は二人がかり、三人が
かりで着せ付けることもあります。大きなシ
ルエットを出すための着せ付け用クリノリン
は、KC I 補修室の必須アイテムの一つです。  

（伊藤ゆか） 

01

02

03

着せ付け用の着せ付け用の

クリノリンはちょうちクリノリンはちょうち

んのように縮めることがんのように縮めることが

できる。この構造も当時と同じ。できる。この構造も当時と同じ。

マネキンに着装すると円すい形にマネキンに着装すると円すい形に

広がる。弾性の強いワイヤーを用広がる。弾性の強いワイヤーを用

いて張りを出している。いて張りを出している。

ドレスの大きさに応じてチュールドレスの大きさに応じてチュール

付きのペチコートを着せ付ける。付きのペチコートを着せ付ける。

ドレスを慎重に着せ付け、小物をドレスを慎重に着せ付け、小物を

コーディネートして出来あがり！コーディネートして出来あがり！

デイ・ドレスデイ・ドレス
1865年頃　京都服飾文化研究財団所蔵　広川泰士撮影1865年頃　京都服飾文化研究財団所蔵　広川泰士撮影

K
C
I

K
C
I
収
蔵
品
の
補
修
、
保
存
を
行
う
「
補
修
室
」
よ
り

収
蔵
品
の
補
修
、
保
存
を
行
う
「
補
修
室
」
よ
り

日
々
の
奮
闘
を
綴
り
ま
す
。

日
々
の
奮
闘
を
綴
り
ま
す
。第 1 8 回

大きなスカートの下には
こんな細工があります！
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コロナ感染症が世界中に拡大し始めてから2年が経とうとしています。そんななかで、ファッコロナ感染症が世界中に拡大し始めてから2年が経とうとしています。そんななかで、ファッ
ション関係者たちは日々、何を考え実践されているのでしょうか。今号では前号に引き続きション関係者たちは日々、何を考え実践されているのでしょうか。今号では前号に引き続き
ファッションデザイナーや教育関係、商業関係の方々からお話を伺いました。ファッションデザイナーや教育関係、商業関係の方々からお話を伺いました。

「「コロコロナ禍で考えたこと。これからのこと。」3ナ禍で考えたこと。これからのこと。」3

ファッションファッション関係者関係者にに聞聞くく、、

旭化成旭化成（株）（株）で裏地の販促に従事、現で裏地の販促に従事、現
職に着任後はヴィクトリア＆アルバート職に着任後はヴィクトリア＆アルバート
博物館やパリ市モード博物館で客員研博物館やパリ市モード博物館で客員研
究員。著書に『闘う衣服』究員。著書に『闘う衣服』（水声社）（水声社）、『人、『人
を着るということ Mind That Clothes を着るということ Mind That Clothes 
the Body』the Body』（晃洋書房）（晃洋書房）、詩集に『表面張、詩集に『表面張
力』力』（思潮社）（思潮社）、『耳から菫』、『耳から菫』（（highmoonoonhighmoonoon））、、
『刺繍の呼吸』『刺繍の呼吸』（深夜叢書社）（深夜叢書社）がある。がある。

ファッション・デザイナー
coromoza 主宰

兵庫県立大学准教授

ベルリンのファションレーベル、THERIACAベルリンのファションレーベル、THERIACA（テリアカ）（テリアカ）のデザイナー。のデザイナー。
ユニークなパターンに定評があり、コレクションの他に本の出版や展ユニークなパターンに定評があり、コレクションの他に本の出版や展
覧会などで作品を発表している。著書は「かたちのニット」「甘い服」覧会などで作品を発表している。著書は「かたちのニット」「甘い服」
（文化出版局）（文化出版局）、「THERIACA 服のかたち／体のかたち」、「THERIACA 服のかたち／体のかたち」（torch press）（torch press）
他、多数。他、多数。

「THERIACA 服のかたち／体のかたち」展 2019年「THERIACA 服のかたち／体のかたち」展 2019年

デザイン、ファッション、製作を生デザイン、ファッション、製作を生
業とした人たちが集まる場所業とした人たちが集まる場所
「coromoza」を2013年に創業。「coromoza」を2013年に創業。
新しいデザインのあり方をものづく新しいデザインのあり方をものづく
りの観点から考える場所として現りの観点から考える場所として現
在も運営しています。在も運営しています。
https://za.coromo.jphttps://za.coromo.jp

Instagram 
＠ _theriaca_

web 
www.theriaca.org

「Sofa」 2018年  photo by Kin Mizuki

濱田 明日香
西田 拓志

小野原 教子
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。



編集後記編集後記服をめぐる服をめぐる

展覧会開催

「ドレス・コード？ 「ドレス・コード？ ――着る人たちのゲーム」展着る人たちのゲーム」展

ドイツ展が開催されましたドイツ展が開催されました

2021年5月21日2021年5月21日（金）（金） ～ 9月12日 ～ 9月12日（日）（日）  *5月21日、22日は臨時休館*5月21日、22日は臨時休館

ブンデスクンストハレ、京都国立近代美術館、ブンデスクンストハレ、京都国立近代美術館、
公益財団法人 京都服飾文化研究財団公益財団法人 京都服飾文化研究財団

会期会期

主催主催

会場会場

展覧会概要展覧会概要

Dress Code: Are You Playing Fashion?　Photo : Laurin Schmid, 2021 
Kunst- und Ausstellungshalle der Bundesrepublik Deutschland GmbH

DRESS CODEDRESS CODE:: DAS SPIEL MIT DER MODE  DAS SPIEL MIT DER MODE （独）（独）
DRESS CODEDRESS CODE:: Are You Playing Fashion?  Are You Playing Fashion? （英）（英）

Bundeskunsthalle Bundeskunsthalle 
（ブンデスクンストハレ／ドイツ連邦共和国美術展示館）（ブンデスクンストハレ／ドイツ連邦共和国美術展示館）
Museumsmeile Bonn, Helmut-Kohl-Allee 4, 53113 Bonn, GermanyMuseumsmeile Bonn, Helmut-Kohl-Allee 4, 53113 Bonn, Germany

京都服飾文化研究財団が三館と共催した「ドレス・コード？─着る人京都服飾文化研究財団が三館と共催した「ドレス・コード？─着る人

たちのゲーム」展たちのゲーム」展（京都国立近代美術館：2019年8月10日〜10月14日／熊（京都国立近代美術館：2019年8月10日〜10月14日／熊

本市現代美術館：2019年12月8日〜2020年2月23日／東京オペラシティ アー本市現代美術館：2019年12月8日〜2020年2月23日／東京オペラシティ アー

トギャラリー：2020年7月4日〜8月30日）トギャラリー：2020年7月4日〜8月30日）が、2021年5月、ドイツ・ボン市が、2021年5月、ドイツ・ボン市

の国立美術館「ブンデスクンストハレ／ドイツ連邦共和国美術展示館」の国立美術館「ブンデスクンストハレ／ドイツ連邦共和国美術展示館」

に巡回しました。 新型コロナウイルスの感染状況が続く中にあって約に巡回しました。 新型コロナウイルスの感染状況が続く中にあって約

3万3千人の観覧者を集め、同年9月、無事閉幕いたしました。同展開3万3千人の観覧者を集め、同年9月、無事閉幕いたしました。同展開

催にあたり、関係者の皆様には多大なるご尽力を賜りましたこと、心よ催にあたり、関係者の皆様には多大なるご尽力を賜りましたこと、心よ

り厚く御礼申し上げます。り厚く御礼申し上げます。

2021年11月16日2021年11月16日（火）（火） ～ 2022年1月16日 ～ 2022年1月16日（日）（日）  *休館日あり*休館日あり

2022年1月15日2022年1月15日（土） （土） ～ 2022年4月10日～ 2022年4月10日（日） *休館日あり（日） *休館日あり

会期会期

会期会期

会場会場

会場会場

上野リチ：ウィーンからきたデザイン・ファンタジー上野リチ：ウィーンからきたデザイン・ファンタジー

奇想のモード  装うことへの狂気、またはシュルレアリスム 奇想のモード  装うことへの狂気、またはシュルレアリスム 

京都国立近代美術館京都国立近代美術館

東京都庭園美術館東京都庭園美術館

上記のとおり、KCIが企画する大規模な展覧会は終了し上記のとおり、KCIが企画する大規模な展覧会は終了し

ましたが、KCIの収蔵品は国内の様々な展覧会でご覧いましたが、KCIの収蔵品は国内の様々な展覧会でご覧い

ただけます。以下の展覧会に収蔵品を貸出し展示していただけます。以下の展覧会に収蔵品を貸出し展示してい

ますので、ぜひお運びください。ますので、ぜひお運びください。

※同展は2022年2月18日※同展は2022年2月18日（金）（金）より三菱一号館美術館より三菱一号館美術館（東京）（東京）へ巡回予定へ巡回予定

 「服をめぐる」衣服の研究現場より  第18号 「服をめぐる」衣服の研究現場より  第18号
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